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研究成果の概要（和文）：1)がんスクリーニング検査受診に関する日・米比較（JSTAR, HRSデータ）：ハワイ大
学との共同研究ではじめに乳がんスクリーニング検査受診に関する日米比較を実施した。日本人37％（N=653), 
米国人73.4％（N=5177）がマンモグラフィーの検診を受けていた。日本人は、年齢が高くなること、非喫煙であ
ることが検診受診行動と関連していた。米国人は、既婚者、非喫煙者、非アルコール飲酒者、運動をしている女
性、歯科受診をしている女性の受診率が高かった。2）BRFSS (日系アメリカ人) と日本人 (申請者調査)の比
較、3) 大腸がん患者へのスクリーニング検査受診の影響要因分析は実施が遅れている。

研究成果の概要（英文）：1) JSTAR, Japan, HRS, USA, data comparison between Japan and the U.S.: 
Together with the University of Hawaii, we decided to analyze the data from the Japan-U.S. 
comparison regarding breast cancer screening examinations taken. In Japan and the U.S., 37% (N=653) 
and 73.4% (N=5177) of women underwent screening mammography, respectively. For the Japanese, older 
age and nonsmoking were associated with screening behavior. Americans had higher screening uptake 
among married women, nonsmokers, nondrinkers, active exercisers, and women who had dental 
examinations.
2) Comparison between BRFSS (Japanese Americans) and Japanese (applicant survey), and 3) Analysis of
 factors influencing screening visits to patients with colorectal cancer has been delayed in 
implementation.

研究分野： がん看護

キーワード： がん　スクリーニング検査　日米比較
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本におけるがんスクリーニング検査受診率は30～40％と低く、さまざまな政策が行われたが手詰まりの状態で
あり、１）日・米のデータを比較してスクリーニング検査受診の影響要因を分析し比較すること、２）日系アメ
リカ人と日本在住の日本人の受診率との違いはなぜなのか、日本での調査実施により影響要因の比較を試みるこ
と、さらに、３）大腸がん患者への質問紙調査と診療情報の活用により、がんスクリーニング受診の影響要因
や、受診の有無による違いなどについて分析することで、がんスクリーニング検査受診率向上に向けた示唆を得
ることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
申請者のがん患者は QOL に関する研究の中で、多くの患者・家族の声を直接聞いてきたが、日本に

おけるスクリーニング検査受診率が向上しない現状をどうにかできないかと感じてきた。日本におけるが
んスクリーニング検査受診率は 30～40％と低く、さまざまな政策が行われたが手詰まりの状態である。が
んスクリーニング受診率向上にむけたブレイクスルーの探索は急務と言える。 

米国のがんスクリーニング検査受診率は、70～80％であるが、人種別に分析したデータは少ない。そ
こで、申請者らが先行研究をレビューした結果を示す。［下記 Table 1：Colorectal Cancer Screening 
Prevalence and Predictors Among Asian American Subgroups Using Medical Expenditure Panel Study 
National Data, Cancer, 2018 掲載］。米国の白人とアジア人種別大腸がんスクリーニング検査受診率で
は、アジア民族受診率は白人より低いが、日系アメリカ人は比較的スクリーニング検査受診率が高いこと
が示唆された。しかし、データの対象年齢などが異なり詳細な比較は不可能な状況であることが再確認
された。 

近年、国際比較が可能な医療ビッグデータ： MEPS, USA を利用してアメリカ在住のアジア人の大腸
がんスクリーニング検査受診率が低い要因を分析し、Cancer に投稿する機会を得た。その研究の発展
として、このデータを日本人との比較に利用できる機会を得た。さらに、①本邦ではこれまで存在しなか
った「世界標準」のパネルデータ調査 Japan Study of Aging and Retirement; JSTAR, Japan は Health 
and Retirement Study; HRS, USA,と比較可能なデータ構築が行われており、これらのデータを用いて本
申請のがんのスクリーニング検査の影響要因という視点で国際比較を行うことで人種による影響要因を
比較できる。② BRFSS, USA により実施されているパネル調査は、人種の分類が詳細で、日系ア
メリカ人の大腸がん検査受診率は、68.5～70.9％(表１)と比較的良好である。日系アメリカ人と
日本人（申請者日本語版作成後調査）との比較を試みることで①の分析では得られない環境や文
化変容の影響要因を明らかにできる可能性がある。さらに、③体験者の声をスクリーニング検査率
向上のために生かした研究はなく、今まで改善できなかった日本におけるがんスクリーニング検査受診
率向上のためのブレイクスルーとなる可能性を秘めており、挑戦的研究として意義がある。 

Table 1: Colorectal Cancer Screening Prevalence by Datasets, Years, and Ethnicity 

Data Source Years Ethnic Subgroup, CRCS prevalence (%) 
White Japanes

e 
Chines
e 

Filipin
o 

South 
Asian 

Korea
n 

Vietna
-mese 

California Health 
Interview Surveyabcd 

2001-
2009  

57.7-
71.4 

56.0- 
66.2 

44.5-
69.6 

41.7-
65.9 

28.2-
58.5 

27.9-
62.0 

44.9-
70.0 

Hawaii Behavioral 
Risk Factor 
Surveillance 
Surveyabcd 

2011-
2014 

73.8 70.9 68.9 56.8 nd nd nd 

2015 75.4 68.5 nd 57.7 nd nd nd 

nd=no data a population estimate b 50-75 years old c 50 years and older d up to date screening, all 
modalities 

 
２． 研究の目的 

 
日本におけるがんスクリーニング検査受診率は 30～40％と低く、受診率 50％をめざしてさまざまな政

策が行われてきたがいまだ改善は見られない。一方、米国のがんスクリーニング検査受診率は 70～
80％、うち日系アメリカ人は、56～71％と良好である。がんの中でも大腸がんは定期的なスクリーニング
検査により死亡率を低下させることが可能であり、日本人のがんスクリーニング検査受診率向上にむけ
たブレイクスルーの探索が求められている。 

近年、申請者は米国との国際共同研究で、アメリカの医療ビッグデータである MEPS, USA を利用し
て、白人とアジア人種別の大腸がんスクリーニング検査の受診率と受診の影響要因を分析する機会を
得た。その分析では、アジア民族のスクリーニング検査受診率は白人より低く、人種により異なった要因
が影響することが明らかとなった［Cancer（2018）］。 

今回、1)近年日米英で比較可能となった医療ビッグデータ JSTAR, Japan、HRS, USA を用いて日米
英国のスクリーニング検査受診に関する影響要因について分析し比較する。2)The Behavioral Risk 
Factor Surveillance System; BRFSS は、Centers for Disease Control and Prevention; CDC により実施
されているパネル調査であり、人種の分類が詳細である。2)では、日系アメリカ人がん患者のQOL
の影響要因の探索が可能であり、日本語版（申請者作成）を用いて日本で調査することで、1)の
分析では得られない環境や文化変容の影響要因を明らかにすることができる可能性がある。さら
に、3)診断後 5 年以内の大腸がん患者 1000 人に対して、質問紙調査を実施して、がんスクリーニン
グ受診の影響要因や、受診の有無による成り行き行きの違いなどについて分析し、がん体験者の
声をスクリーニング検査率向上のために生かす。これらの日米英比較と患者の声の反映により、今まで
改善できなかった日本人のがんスクリーニング検査受診率向上にむけた影響要因を探索することが本
研究の目的である。 



３． 研究の方法 
 

1） JSTAR, Japan, HRS, USA,のデータ比較による日・米比較 
JSTAR, Japan, HRS, USA のデータは、日米英国で比較可能な設計となっている。JSTAR, まずは
じめに、JSTAR, Japan, HRS, USA のデータの利用申請を行う。 
そして、人種別の大腸がんスクリーニング検査受診率とその影響要因について明らかに 
する。また、 パネルデータの長所を生かして、受診行動時の影響要因を探索する。 
 

2） BRFSS (日系アメリカ人) と日本人 (申請者調査)の比較 
BRFSS, USA パネルデータ中で本研究に必要な約 30～50 項目を抽出し、バックトランスレ

ーション作業とパイロットテストを経て BRFSS 日本語版を作成する。事前に CDC に許可を
得る。日本での調査では、40 歳以上（回収見込み 5,000 人）の Web 調査を実施する。日系ア
メリカ人との単純な比較はできないが、環境や文化変容の影響要因の違いを探索する。［本計
画の統計学的信頼性ついて生物統計家にコンサルトを依頼した］ 

 
3) 大腸がん患者へのスクリーニング検査受診の影響要因分析 

診断を受けて 3 年以内の大腸がん患者 1000 名に対して、がんスクリーニング検査受診に関する
質問紙調査 (がんスクリーニング受診状況、ヘルスリテラシー、性格、情報満足度）および
診療情報データによりがんスクリーニング検査受診の影響要因や、受診の有無による影響の違い
などを解析する。 

 
 
４． 研究成果 
 
1) JSTAR, Japan, HRS, USA,のデータ比較による日・米比較 
ハワイ大学との共同研究で、まずがんの中でも乳がんスクリーニング検査受診に関する日米比較

から分析することとなった。 
目的：日本と米国に住む 60～85 歳の成人におけるマンモグラフィー検診の状況と、人口統計学
的特性、医療アクセス、乳がんリスク因子との関係を検討した。 
方法：JSTAR と HRS のデータセットの比較によるマンモグラフィー検診受診率と、検診に関連
する因子を検討した。 
結果： 日本人（N=653）、米国人 73.4％（N=5177）の回答者がマンモグラフィー検診を受けて
いた。日本では、マンモグラフィーの利用は、年齢が高くなること、非喫煙者であることと関連
していた。米国では、既婚者、非喫煙者、非アルコール飲酒者、運動をしている女性、歯科の受
診している女性はマンモグラフィーの利用率が高かった。 
考察：日米の 60 歳以上の女性では、マンモグラフィーの関連因子に大きな違いがあることが明
らかになった。 マンモグラフィー検診の利用を促進するために、医療従事者やシステムに対す
る洞察が推奨される。 

Objectives: Mammography use and its relationship to demographic characteristics, healthcare access, and 
breast cancer risk factors in adults ages 60-85 living in Japan and the United States were examined.  

Methods: The study compared harmonized datasets from the Japan Study of Aging and Retirement and the 
US Health and Retirement Study. Mammography screening was summarized for U.S. and Japan and factors 
related to screening were examined. 

Results: Thirty-seven percent (N=653) and 73.4% (N=5177) of respondents in Japan and US respectively 
reported receiving mammography screening. In Japan mammography use was associated with increasing 
age, and non-smoking status. In the US, mammography use was higher among women who were married, 
non-smokers, non-alcohol drinkers, and engaged in vigorous exercise and had dental visits. 

Discussion: Women aged 60 and older in Japan and the US revealed extensive differences in predictors of 
mammography.  Insights for healthcare providers and systems are recommended to promote 
mammography use. 
 
2）BRFSS (日系アメリカ人) と日本人 (申請者調査)の比較 
BRFSS, USA パネルデータ中で本研究に必要な約 30～50 項目を抽出し、バックトランスレーシ
ョン作業とパイロットテストを経て BRFSS 日本語版を作成しており、今後実施予定である。 
 
3) 大腸がん患者へのスクリーニング検査受診の影響要因分析 

新型コロナ感染症の影響で、大腸がん患者 1000 名に対して、がんスクリーニング検査受 
診に関する質問紙調査を予定していたが延期した。今後、(がんスクリーニング受診状況、ヘルスリ



テラシー、性格、情報満足度）および診療情報データによりがんスクリーニング検査受診の影響要因
や、受診の有無による成り行きの違いなどを解析する。 
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